
自分・家庭や地域社会の生活に関する課題を解決するため、必要な基礎的・基本的な技術を身
につけることができる。

自分・家庭や地域社会が生活を営む上で必要な必要な知識を身につけている。

③ 技能

④ 知識・理解

⑤

○授業：身近な生活を様々な角度から考察する場面を設けるとともに、グループ学習などを通して他者との関わりや個々の価値観に
ついても学んでいく。また、実習や体験的学習を多く取り入れ基礎的な知識や技術の習得を目指す。

○予習：特に予習は課さないが、日頃からニュース等に目を向け、身の回りの出来事に興味・関心を持つよう心がけることが望まし
い。

○復習：学習した知識や技術を家庭生活に生かすようにする。

○課題：学習内容を深めるため､冬季休業中にホームプロジェクトを課す。

３．評価の観点と趣旨

② 思考・判断・表現

① 関心・意欲・態度
人の一生、家族・家庭、子どもや高齢者の生活、それらと社会との関わり、衣食住について関
心をもち、その充実・向上をめざして意欲的にとりくむとともに、実践的な態度を身につけ
る。
自分や家族・家庭、地域の生活にかかわる課題を見つけ、課題解決のため思考を深めて、工
夫・創造し、自分の考えをまとめ判断できる。また、課題解決の学習から導き出した考えを的
確に表現することができる。

副教材 東京書籍「スーパーライブビュー資料集」・東京書籍「家庭総合学習ノート」

１．学習目標

１．人の一生と家族・家庭、子どもや高齢者とのかかわりと福祉、消費生活、衣食住などに関する知識と技術を総合的に習得する。
２．学習した知識や技術を生かし、家庭や地域の生活課題を主体的に解決する力をつける。
３．家族や社会との共生を目指し、生活の充実向上を図る能力と実践的な力をつける。

２．学習方法
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教科名　家庭科

科目 単位数

東京書籍「家庭総合　自立・共生・創造」

学年・小学科

２年・商業科・会計ビジネス科・情報システム科



① ② ③ ④ ⑤

１．生涯発達の視点 ○ ・授業の取組み

２．青年期の課題

３．目標を持って生きる ○ ・ワークシート

４．人生をつくる

５．家族・家庭を見つめる ○

○ ・提出課題

・定期考査

１．被服を管理する ○ ○ ○ ・実習作品

２．被服をつくる ○

２．被服をつくる ○ ○ ○ ○ ・授業の取組み

○ ○ ○ ・ワークシート

・和服の特徴と良さを知る。

○ ○ ○ ○

・提出課題

２．調理の基礎 ・定期考査

・実習作品

３．食事と栄養・食品 ○ ○ ○ ○

４．食生活の安全と衛生 ・ワークシート

○ ○ ○ ○

・学校家庭クラブ活動 ○ ○ ○ ○ ・提出課題

・定期考査

・実習作品

・ホームプロジェクト

○ ○ ○ ○

・ワークシート

○ ○ ○ ○

・提出課題

・定期考査

・実習作品

・授業の取組み

・グループワーク
の取組み

３．これからの衣
生活衣生活住生
活

１．住生活につい
て考える

２．住生活の文化
と知恵

・平面図の基礎知識を習得し、間取りや動線
について理解する。 ・生涯を見通して、住居の機能や住空間の計

画などについて関心を持ち、よりよい住生活
について考えようとしている。

・家族構成やライフステージ、生活価値観に
応じた住空間の設計ができる。

・安全と環境に配慮した住環境や現代の住生
活の課題を認識し、その知識を身に付けてい
る。

・自己の家庭生活上の課題を見出し、それを
解決する方法を具体的に表現し、実行してい
る。（冬季課題）

・ホームプロジェ
クのト発表と振り
返り

・ホームプロジェクトの発表を通して、生活課
題を発見する視点やその課題を解決するた
めの手立てについて理解を深める。 ・ホームプロジェクトの実践や振り返りに必

要な知識を身に付けている。

・成果と課題をまとめて発表し、活動全体を
振り返っている。

・授業の取組み

・グループワーク
の取組み

・家庭科の学習を通し、自己の生活上の課
題を見出し、改善する力を身に付ける。

・生活上の課題を見出し、それを解決する方
法を具体的に表現し、実行している。

・日本人の食事摂取基準や食品群別や食品
群別摂取量の目安を知り、自分や家族に当
てはめる。

・食品の選択や調理の際の安全に関する必
要事項を知る。

・家族や自分の食生活と関連させて考え、食
生活の課題を調査して、まとめたり、発表し
ている。

・食生活の安全性や環境について思考を深め
ている。

・調理実習に積極的に取り組み、基礎的な技
術を身に付けている。

・食生活の自立に必要な基本的な調理技術
を学び、日常食を作れるようになる。

・グループワーク
の取組み

６．これからの家
庭生活と社会

・被服材料の性能改善と着心地、安全に配慮
した被服、衣生活の文化伝承について、考
え、まとめたり、発表したりしている。

３．被服の役割を
考える

４．これからの衣
生活衣生活

１．食生活の課題
について考える

・日常の食生活を振り返り、食生活の変化や
課題について理解する、

・グループワーク
の取組み

・被服材料、縫製技術について関心を持ち、
被服製作に取り組もうとしている。

・布を使った小物の製作に関心を持ち、縫製
の技能と生活の工夫を考える。

・青年期の課題について具体的に考えようと
している。

・各自が担う家庭での役割と自立について考
え、まとめたり、発表したりしている。

・家族や家庭生活の在り方などについて検討
するために、新聞などから必要な資料を収集
したり、調査したりすることができる。

・目標を持ち、生活課題に対応した意思決定
を自分で行うことの大切さや考え方を理解し
ている。

・食生活の自立に必要な基本的な調理技術
を学び、日常食を作れるようになる。

・意欲的に食生活の改善・向上に努めようと
している。

・調理実習に積極的に取り組み、基礎的な技
術を身に付けている。

科目 学年・小学科 単位数

家庭総合 ２年 ・商業科・会計ビジネス科・情報システム科 2

学期 単元 学習内容
重点をおく評価の観点

単元の評価規準

前
期
末

後
期
中
間

第
１
章
　
自
分
ら
し
い
人
生
を
つ
く
る

第
７
章
　
衣
生
活
を
つ
く
る

第
６
章
　
食
生
活
を
つ
く
る

・自分を客観的に見つめ、生活課題に対応し
た意思決定の大切さを理解する。

・男女が相互に協力して家庭を築くこをの重
要性を理解し、家庭生活の在り方について
理解する。

・家族・家庭に関する基礎的な法律を知り、
現在の動きを把握する。

・家事労働・職業労働について知り、ワークラ
イフバランスについて考える。

第
７
章
　
衣
生
活
を
つ
く
る

・被服材料の特徴を理解し、取り扱い表示等の意味を理解
する。

第
６
章
　
食
生
活
を
つ
く
る

学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
と
ホ
ー

ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

評価方法

・被服の様々な役割を整理する。

・基礎縫い

後
期
末

・生活小物の製作

ホ
ー

ム
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

第
８
章
　
住
生
活
を
つ
く
る

・ライフステージにあった住居を考える。

・バリアフリーの考え方を理解する。

前
期
中
間


